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C-TPAT海外製造者セキュリティ・プロファイル
C-TPAT Foreign Manufacturer Profile
事務局注： 

正しくは米国国土安全保障省税関・国境保護局の原文をご参照下さい。

http://www.cbp.gov/xp/cgov/import/commercial_enforcement/ctpat/foreign_manuf/security_profile.xml

本セキュリティ・プロファイル作成の一助として、「海外製者セキュリティ・リコメンデーション（Foreign Manufacturer Security Recommendations Customs-Trade Partnership Against Terrorism(C-TPAT)） 」を参照されたい。
申請処理を円滑にするため、海外製造者に対するC-TPATアグリーメントに署名してから90日以内に、申請企業が現在実施しているセキュリティ手続のプロセス・エレメントの概略を指し示すエクゼクティブ・サマリーを提出されたい。少なくとも、下記に掲げるセキュリティ・エレメントに対応するものでなければならない。加えて、海外製造者C-TPATアグリーメントの要件を遂行する措置を記述しなければならない。かかる要件のいずれかが未だ整備されていないならば、これら要件を達成するための計画と実施日を含まなければならない。
· セキュリティ・プログラム

1. 施設セキュリティ、
2. 盗難予防
3. 出荷・入荷管理
4. 情報セキュリティ管理（自動システムの安全性確保）
5.内部管理（報告及び問題解決のために確立されたプロセス）
· 社員セキュリティ

1. 雇用前スクリーニングと定期的バックグラウンドチェック
2. セキュリティ意識向上とセキュリティ手続のための社員教育
3. 内部行動規定
4. 内部管理（社員セキュリティに関連する報告及び問題管理プロセスの確立）
· サービス・プロバイダー要件（キャリア、フォワーダー）

1. サービスプロバイダーの施設の物理的セキュリティに対する基準（文書化されたもの）
2. システムの安全性を確保するための、生産プロセスに関する品質管理
3. サービスプロバイダーの財務健全性及び適切なセキュリティ提供能力を決定するための財務評価プロセス
4. サービスプロバイダー選定のための内部管理
5. 申請企業或いは申請企業が利用しているサービスプロバイダーが、CBPが実施しているインダストリー・パートナーシップ・プログラム（Industry Partnership Program）に参加しているか明示すること：C-TPAT（the Customs-Trade Partnership Against Terrorism）、CIP(the Carrier Initiative Program )、SCIP(the Super Carrier Initiative Program)、BASC（the Business Anti-Smuggling Coalition）。
上で書かれた手続の詳細について、税関及びCBPの求めに応じて、確認された場所で、証明できるフォーマットで入手可能であるとこを示せ。

· 明らかにされた社内セキュリティの弱点を是正するためどのような改善を検討しているかに関する情報など、貴社自身のセキュリティ評価を含むものとする。

ノート：セキュリティ上の弱点が認識されていたとしても、それは必ずしもC-TPAT参加を禁じるものではない。CBPは、より安全度の高いサプライチェーンとなる結果をもたらす、貴社のプロセスに対して効果的な改善措置と調整を明らかにするため、貴社と協働することを約束する。
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